
「未知の挑戦に立ち向かおう」
～VUCAワールドを制するための短期集中トレーニング～

仮説検証ブートキャンプのご紹介
（一社）組込みシステム技術協会副会長
株式会社エクスモーション 代表取締役 渡辺博之



はじめに

 組込みシステム技術協会（JASA）は、2024年から「仮説検証ブートキャンプ」という短
期集中トレーニングイベントを開始しました。このトレーニングでは、VUCAワールドの不確
実性に対応するための「仮説検証」スキルを学びます

 トレーニングは3つのステップで構成されており、企画と実践には「仮説検証」の専門家であ
るNPO法人 人間中心設計推進機構（HCD-Net）と一般社団法人 人間中心社会
共創機構（HCSCOO）の全面協力を得ています

 本日は、この「仮説検証」に焦点を当てた背景、具体的な取り組み内容、そして得られた
成果や課題についてご紹介します
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組込みシステム技術協会（JASA）とは

 JApan Embedded Systems Technology Association
 エレクトロニクス、IoT分野の基幹技術である「組込みシステム技術」を代表する業界団体

 活動目的
 組込みシステム技術に関する普及高度化、教育・資格認定など様々な事業を展開し、会員・業界の
便を図るのみならず、地域振興等、広く公益に資することを目的とする

 現状（2025年2月現在）
 正会員139社 支部会員18社 賛助会員29社 個人会員9名 学術会員4名



ミッション

・開発ツール
・組込みPF
・先端技術普及
・技術者ネットワーク
・実証実験、試作、実験

・総合展示会
・共同販売支援
・グローバル事業
・地方活性化
・プラグフェスト

・経営者育成
・人脈形成
・コングロマリット
・他の協会連携

・セキュリティ受託業務

・JOB型人材育成
・ETEC
・セミナー
・ETロボコン
・イノチャレ
・就職支援

組込みシステム技術

ビジネス
マッチング人財育成

技術研鑽 経営支援



次世代人財育成のための2つのコンテスト

ETロボコン

仮説検証
ブートキャンプ

〇クラウドからエッジまで
〇制御技術とモデリング
〇これからの「組込みエンジニア」を育成

〇不確実で予測不可能な課題に対し
仮説検証を繰り返して着実に前進
〇VUCAワールドの不確実性に打ち勝
つための「ビジネスパーソン」の育成

ビジネスモデルから制御実装まで、
組込み業界に必要な次世代人材の育成を目指す
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クラウド

￥￥

サービス サービス

仮想世界Big 
Data

Cloud
AI

仮想
対象

Edge
仮想
対象

Edge
仮想
対象

Edge
エッジ

デバイス

エンジニアリング
＆

テクノロジー

アイディア
＆

イノベーション

本日ご紹介する内容
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深まるVUCAワールド
VUCAとは、社会や経済状況が予測困難で変化が激しい状況を表す言葉

 Volatility（変動性）: 技術革新などにより、社会やビジネス環境が急速に変化
 市場や環境が急速に変化するため、新しい視点や柔軟な思考が必要

 Uncertainty（不確実性）: 人口動態や自然災害など、何が起きるか予測が困難
 未来の予測が困難であるため、確定的な論理的なアプローチだけでは対応が難しく、不確実性を含んだアプロー

チが必要

 Complexity（複雑性）: 事業や活動、人と組織の関係性、資源などが複雑に絡み合う
 問題が複雑で相互に関連しているため、一部分だけを論理的に解決しようとすると、他の部分に悪影響を及ぼ

す

 Ambiguity（曖昧性）: 事象の因果関係や解決策がはっきりしない
 情報が不足していたり曖昧であったりするため、論理的なアプローチだけでは解釈が難しく直感や洞察に基づく

判断も重要

⇒ 過去のデータや経験に基づく論理的なアプローチだけじゃ通用しない時代に！



 これまで
 事実と論理に依拠
 因果関係を静的にとらえて問題の要因を抑えに行く 
 予測可能
 目的を決めてそこに向かって突き進む
 ウォーターフォール型の開発プロセス
⇒ VUCAワールドにはアンマッチ

 これから
 厳密な因果関係の整理は、要素の変化が絶え間ない世界では、あまり意味をなさない 
 「仮説」の試行錯誤を繰り返し、最善の解答に至ろうとする 
 予測が不可能
 走りながら考える
 アジャイル型の開発プロセス
⇒ VUCAワールドに必要とされる「仮説検証」型

問題解決のためのアプローチの変化



ソフトウェアデファインドの前提となる仮説検証型開発スタイル

 顧客ニーズを素早くキャッチし、継続的に製品の価値を向上
 新たな価値の提供や新技術の適用が迫られるような先が見通しにくい状況下では、ソフトウェアを中心と
した価値提供を行うことで、継続的な製品の価値向上を実現する
 仮説に対して迅速な開発を行う（＝アジャイル）
 リリース後のフィードバックから得られた結果を元に検証・改善を繰り返す（＝DevOps）

仮想空間（サイバー） 2、3週間～2、3ヶ月
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型
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仮説の実施結果をフィードバックとして取

り入れ、仮説を修正または改善していく



人間中心デザインを通して真の仮説検証を学ぶ
 古くから接してきた仮説検証には、以下のような問題が存在

 概念的で、開発現場での実践は限定的
 全ての開発案件に浸透していない
 多くはオープン系「猪突猛進」型
 作っては市場に投げて市場に受け容れられないケースが頻発
 検証情報として、「利用者の本質的な声」を有効に活用できていない

 人間中心デザインを通して真の仮説検証を学ぶ
 人間中心デザインは、ユーザーのニーズ、能力、行動を理解し、それを製品やサービスの設計に反映するプロ
セス。ユーザーの視点を中心に置き、彼らの経験とフィードバックを通じて解決策を形成

 人の心、生活の本質情報を拠り所とする設計開発手段をベースにすることで、「利用者の本質的な声」に基
づく真の仮説検証のスキル習得を目指す



参考情報

 IPA  DX白書2023 進み始めた「デジタル」、進まない「トランスフォーメーション」
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プログラム構成（2024年）

 多忙な現場の方々に参加いただくため、4.5日で実施できる構成に！

⇒ 2025年は、昨年の総括を踏まえ、これをベースに新しい内容で検討中！



①仮説検証の知識習得

 参加者には人間中心デザインの基礎を学ぶための e-learning 教材を提供



②実践形式フィールドワーク

 人間中心設計における基本的な課題発見・検討の手法である「ペルソナ法」「インタ
ビュー法」「ストーリーボード法」「アクティングアウト法」を実践



③企画プレゼンテーション

 展示会「EdgeTech+ 2024」の最終日 11/22( 金 ) 10 チームのアクティングアウト
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成果（1/2）

 仮説検証ブートキャンプに参加し、学びや体験として有意義だと感じたことはどのような内
容でしたか？
 ペルソナ法やストーリーボード法、アクティングアウト法といったこれまで知らなかったこと、経験したことがな
かったことをワークショップの形で体験、学べたことです。

 仮説を作る際にペルソナを設定することで、提供するサービスを具体的に検討できました。
 ペルソナやそれに基づくユーザー要求の把握などをフィールドワークを通して実践できた。
 仮説検証における一連の流れや基本について、テキストや説明動画を通じて学ぶことが出来た。
 HCDを基本とした仮説検証の実施自体を経験したことがなく、事前学習やフィールドワークを通して知
識として得られたことは有意義であったと感じられる。

 自身は普段ソフト開発をしているが、そこで重要とされることはビジネス観点、経済的、技術的観点が重
要視されて、利用者の感情や共感は意識されていなかった。そこに意識を向けることが重要であると気づ
くことができた。

⇒ 参加者の多くは、正しい手法を通じて仮説検証を体験することで多くの気付きを得ることができた



成果（2/2）

 仮説検証ブートキャンプの学びや体験のなかで、仕事や今後の活動に活かせると感じたこ
とは、どのようなことですか？
 検証のプロセスはいずれも通常業務の課題解消に全て活かせると思います。
 実際の顧客をペルソナとし、潜在的なニーズ等の仮説を立てて、ストーリーを検証することで提案に活か
せるのではないかと感じました。

 「仮想ユーザを設定」→「ユーザの課題について仮説を立てる」→「仮説に対する解決策を立案する」→
「ユースケースを想定して仮説と解決策が適切か検証する」、というような仮説と検証の流れはサービス
立案以外のフェーズにおいても使えると感じます。

 仮説と検証を繰り返すプロセスです。何かを始める際には、まず自分なりに仮説を立ててから検証し、そ
の検証結果をふまえて新たな仮説を立てて検証を繰り返していく流れは、どの仕事においても大切であり、
特に営業職にとっては必要不可欠なアクションだと感じました。十分な準備をせずに結果だけを求めてい
ても思い通りにはならないので、結果にいくまでの過程となる仮説検証のところを継続的に行っていきます。

⇒ 単なる手法の習得にとどまらず、各自の仕事にどう生かせるかのイメージまで昇華できている



課題

 仮説検証ブートキャンプのプログラム全般に関して感想をお聞かせください。
 プログラムが全4回は少ないと思いました。6回程度だとサービスをもう少し検討できるかと思います。
 方向転換するタイミングがワークショップのなかで少なく、”仮説/検証の繰り返し”を体験できたという感覚
に至らなかったのが残念でした（チームでの仮説と検証の反復作業をもっと増やす事ができれば良いと思
いました） 。

 研修のゴールが展示会でのアクティングアウトであるなら、3回の研修（ワークショップ）では足りないと感
じました。会社や住まいが異なるため、Web会議やSNSだけで仮説検証やアクティングアウト準備を進め
るには限界があり、バーチャルクラスルームやメタバース/アバターといった別手法などを使う必要があると感
じました。

 発表の形式上どうしても劇の比重が高くなってしまった感がありました。劇形式での完成に気を取られたた
め、ソリューション自体の魅力づくりが疎かになったと感じます。

 そもそも、アクティングアウトは仮説が正しいか立証するための手段であるはずなのに、そこに力を入れて、
「アクティングアウトのためのワーク」になってしまったことが、目的と手段が入れ替わっていて不満でした。

⇒ 肝心の仮説検証が十分にできず、アクティングアウトが検証でなく最終プレゼンのツールになってしまった



さいごに

 生成AIの急速な普及でアイディアを実現するためのコストは下がり続けている
 アイディアを生み育てる「仮説検証」の重要性・価値がこれまで以上に大きくなる
 今回のイベントでは短期間ながらもその重要性や手法の効果を感じてもらうことができた
 今回の課題を踏まえ、より有効なトレーニングイベントへと発展させたい

2025年度 開催決定 4月より募集開始予定
皆さまのご参加をお待ちしています



ご清聴ありがとう
ございました
https://www.jasa.or.jp/top/

〒104-0042 
東京都中央区入船1-5-11 弘報
ビル5階
TEL 03-6372-0211
EMAIL jasainfo@jasa.or.jp
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